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特

集

奉
献
さ
れ
た
礼
拝
堂
の

「
聖
歌
番
号
表
示
盤
」

聖
堂
関
係
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
い
と
思
う
。
資
料
保
管
委
員
会
の
山
本

元
委
員
長
の
調
べ
に
よ
る
と
、
武
田
小
芳

の
母
、
き
よ
は
１
９
３
９

（昭
和
１４
）
年

１
月
６
日
に
没
し
た
。
き
よ
は
信
徒
で
は

な
か

っ
た
が
、
娘
小
芳
が
生
前
長
く
お
世

話
に
な

っ
た
教
会
に
感
謝
の
献
金
を
小
芳

の
兄
三
郎

（写
真
１
）
が
奉
げ
た
。
こ
の

献
金
を
用
い
、
記
念
と
し
て
礼
拝
堂
に
「
聖

歌
番
号
表
示
盤
」
が
設
置
さ
れ
た
。
表
示

盤

の
左
脇
に
こ
の
旨
が
彫
ら
れ
て
い
る

（写
真
２
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
川
越
基

督
教
会
・川
越
初
雁
幼
稚
園
財
産
目
録
（１

2021

聖
堂
聖
別
百
周
年
を
迎
え
る
③

し
て
、
１
９
０
８

（明
治

４‐
）
年
卒
業
し

た
。
同
年
、
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
の
ヘ
ー
ウ
ッ

ド
師
や
ラ
ン
ソ
ン
師
の
４
年
間
川
越
滞
在

の
活
躍
は
終
了
し
、
交
代
で
ア
メ
リ
カ
の

ア
プ
タ
ン
師
や
フ
ラ
ン
ス
女
医
の
マ
ー
タ

ン
師
が
川
越
に
定
住
し
た
。
小
芳
は
ど
の

よ
う
に
ア
プ
タ
ン
師
ら
と
の
付
き
合
い
が

始
ま

っ
た
か
は
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
ア
プ
タ
ン
師
が
初
雁
幼

稚
園
の
園
長
に
在
職
中
に
１
９
１
２

（明

治

４５
）
年
卒
園
し
た
北
村
博
学
の
小
芳
先

②

９
４
０

（昭
和
１５
）
年
５
月
１
日
記
録
）
　

生
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
が
残

っ
て
い
る
。

に
記
載
さ
れ
て
い
る

（写
真
３
）　
　
　
　
　
（蔦
の
教
会
１
９
８
号
）
注
⑧

確
か
に
、
表
示
盤
の
左
横
を
良
く
見
る
　
　
　
１
９
１
２

（明
治
４５
）
年
、
ア
プ
タ
ン
　
　
卒
業
生
は
米
国
内
外
宣
教
も
で
き
る
よ
う

と

「奉
献
　
為

武
田
き
よ
姉
記
念
」
の
字
　
　
師
は
休
暇
の
許
可
を
得
て
、
マ
ー
タ
ン
師
　
　
に
し
た
。
３
年
間
を
か
け
て
、
小
芳
は
卒

が
か
す
か
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
至
　
　
ゃ
ョ
ハ
ネ

（ア
プ
タ
ン
師
の
養
子
）
や
小
　
　
業
し
た
。

（写
真
４
）
。
そ
の
３
年
の
間

る
ま
で
の
興
味
深
い
話
を
紹
介
し
た
い
と
　
　
芳

（当
時
２５
歳
）
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
欧
　
　
川
越
の
実
家

へ
送
っ
た
手
紙
や
写
真
も

思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
を
経
由
、
汽
船
に
よ
り
米
国
東
海
岸
に
　
　
残

っ
て
い
る

（写
真
５
）
。
当
時
、
小
芳

／
師
が
小
芳
を
海
外
へ
　
　
の
よ
う
な
若
い
日
本
人
が
ひ
と
り
で
海
外

げ
と
つ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
　
　
留
学
す
る
こ
と
は
ま
だ
珍
し
い
時
代
で

り
保
母
養
成
学
校
に
入
　
　
あ

っ
た
。

の
る
。
ラ
グ
レ
ン
ジ
町

　

　

帰
朝
後
、
小
芳
は
ア
プ
タ
ン
師
と
大
宮

〃
多
く
、
聖
公
会
は
そ
　
　
愛
仕
幼
稚
園
を
創
設
し
た

（写
真
６
）
。

棚
倉
藩
か
ら
川
越
藩

へ
移
り
、
小
芳
の
先
　
　
の
男
女
工
員
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
　
　
残
念
な
が
ら
、
１
９
２
３

（大
正
１２
）
年

祖
も
藩
主
と
共
に
川
越
に
移

っ
た
。　
　
　
　
の
教
育
、
医
療
、
幼
稚
園
や
宣
教
の
合
同
　
　
９
月
１
日
、
小
芳
は
東
京
住
ま
い
の
妹

ヘ

小
芳
は
川
越
町
尋
常
小
学
校
や
同
高
等
　
　
施
設
を
設
け
て
、
１
９
１
２

（明
治
４５
）
　

の
訪
間
中
、
関
東
大
震
災
で
数
多
く
の
死

小
学
校
を
卒
業
後
、
立
教
女
学
校
に
入
学
　
　
年
秋
よ
り
、
保
母
養
成
学
校
を
開
校
し
、
　
　
者
の

一
人
に
な

っ
た
。
若
き
の
３６
歳

（写
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写真説明 出典 注

①1906(明治 39)年 8月 26日 左か

ら武田小芳 (20歳 )三郎 (兄)き よ

(母)武 田博典夫妻蔵

②聖堂の聖歌番号表示盤 左横に武

田きよ姉記念の文字が刻んである

③聖歌番号表示盤が掲載されている

財産目録 設計は当時の司祭である

奥村亮 製作は松山町 (現東松山市 )

④写真中央が小芳と考えられる。当

時の幼稚園の様子 (米国ジョージア

州の保母養成学校にて)

⑤1912(明治 45)年以降、左から小

芳、アブタン師、ヨハネ 欧米にて

撮影と考えられる。武田博典夫妻蔵

⑥1920年ごろ アブタン師らと写つ

ていると考えられる。大正時代の大

宮愛仕幼稚園 (聖公会神学院蔵 )

⑦武田小芳や母の墓などのこと、没

年が書かれている。関東大震災の日。

③蔦の教会 198号の一部記事
「愛の芽を育てる教育を今後も」

北村博学

私は明治 45年の卒園生で、満 76

歳になります。70年 も前の初雁幼稚

園草創当時のことを思い浮かべます
と何といっても田井長老先生のあの

立派な白いおひげ、優しい眼ざしそ
して重々しい声調です。そしてお世

話をして頂いた私たちの卒園後渡米
された武田先生の母親のようなあた

たかい愛のこもった補導と若くきれ
いな面影です。(以下略 1981年発行)

アブタン師はその後埼玉県内にいくつかの幼稚

園を設立しました。また愛仕母学会を作 り保育者

を育てます。教え子たちが各地で活躍し愛仕とい

う名をつけた幼稚園を開きました。大宮愛仕幼稚

園は近年学校法人となり、2021年 4月 からは聖公

会北関東学園に加わる予定です。 (野澤達也注 )

真
７
）
。
短
い
一
生
で
も
、
力

一
杯
、
ア

プ
タ
ン
師
と
共
に
幼
児
教
育
を
広
め
る
う

え
で
、
大
き
な
役
割
が
あ

っ
た
と
思
う
。
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